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1.　はじめに

筆者らはこれまでに，三角ロジックのインタラク

ティブな組立演習を実装し，大学院生から高校生まで

を利用者とした実験的利用を行い，論理的思考に関す

る学習効果を示唆する結果を得ている（1）～（3）．本研究

では，中学生を対象とした実験的利用を行い，これま

で利用を行った群と同様に学習効果を示唆する結果を

得たので報告する．

論理的思考は中学生以降（13 歳以上）で本格的に

展開可能であると指摘されている（4）と同時に，その

学習が十分にできていないとの指摘もなされている（5）．

これらのことから，中学生において，論理的思考の基

本形である演繹の構造を組立てる活動である三角ロ

ジック組立演習の適用可能性と有用性があると考えて

いる．そこで本研究では，中学生群（中学 3 年生 4

クラス 113 名）において，三角ロジック組立演習シ

ステムの実験的利用を行った．実験的利用の目的は， 

（1）中学生のシステムへの取り組み方，（2）演習シス

テムの学習効果，を調査することである．なお，本利

用は中学校として授業時間を用いて利用する価値があ

るものと判断して頂いたうえでの正式の授業時間を用

いた実施となっているが，カリキュラムに組み込まれ

た利用とはなっていないため，実験的利用としている．

以下，2章では，三角ロジック組立演習に関する先

行研究を説明する．また今回のシステム利用では，三

種類の問題：常識問題，無意味問題（6），非常識問題（2）

を実装しており，それらに関する先行研究も紹介す

る．3章では，利用手順について説明する．4章では，

分析結果について説明する．5章では，まとめと今後

の課題について説明する．

2.　三角ロジック組立演習に関する先行研究

2.1　三角ロジック組立演習システム概要

図 1 に本演習システムの画面を示す．画面の左に

提示された命題リストから，命題をドラッグ&ドロッ

プで移動させ，右側の三角形の各頂点の空欄に，根拠，

理由付け，主張に相当する命題を当てはめることで，

三角ロジックを組立てる（本論文の三角ロジックで扱

う命題推論は，三段論法を表現したものに限定する）．

システムは組立てた論理構造を診断し，正誤判定，及

び入れ替えが必要な命題の指摘を行う．このように論

理構造の組立演習をインタラクティブに行うことは，
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